ダイコンアブラムシBrevicoryne brassicae L.の有翅型出現におよぽす密度効果 by 河田, 和雄
ダイコンアプラムシ Brevicorynebrassicae L. 
の有麹型出現におよぽす密度効果
河 田 和 雄
昆虫の多型現象に生息密度が関与していることは， 既に岸本(1956)がウンカ類で認
めているが， アブラムシの有趨型が高密度条件のもとで現われやすいことについても
Bonnemaison (1951)， Noda (1954)，河田 (1960)，Lees (1967)らの報告がある.しか
しながら，現在までのところ.密度効果が虫体相互間の接触刺戟によるものか，過剰密度
による寄主の栄養状態の変化や，虫 1頭あたりの摂食量不足に起因する間接的作用による
ものかについての統一された見解をだすまでにいたっていない.筆者はこの問題を解決す
るてがかりとしてダイコンアプラムシ Brevicorynebrassicae L.を用いて，密度効果の
意義について若干分析を試みたので，その結果について報告する.
本研究を行なうにあたり，御指導を賜わった安江安宣教授に心から感謝する.
材料と方法
材料のダイコンアブラムシは， 1960年以来当研究所の恒温室(17.50C，16時間照明〕
において，キャベツを飼料として，累代飼育を続けている系統である.本実験には，無麹
胎生雌虫からうまれたての幼虫を用いた，供試虫はすべて温度 200C，8時間照明のもとで
飼育を行なった.実験はつぎの4部分からなる.第1は飼育密度の影響についてである.
ここでは，まず集合度に重点をおいて，同一容器内に収容する虫数をしだいにふやしてい
った場合と，虫数と容器の両方をかえて，常時集合度を一定に保った場合と，さらに，同
一規模の集団ではあるが，容器をかえることによって，集合度に密，中，疎の3つの段階
を設けた場合の密度効果について検討した. 第2は食草を毎日新鮮なものと交換する区
と，従来どおり同じ食草上で実験終了まで飼育する区を設け，集合飼育による食草の悪化
を未然に防ぐことによって，密度効果が寄主の食草を通じて二次的に現われるかどうかに
ついて調べた.第3には摂食量の問題をとりあげた.まず，供試虫を一定時聞のあいだ絶
食させ，摂食量を一時的に低下させたのち，再びもとにもどして飼育を続け，絶食の効果
について検討した.なお， 絶食処理を行なうにあたって， 小管瓶 (0.5x4. 5cm) 1本に
つき 1頭宛収容する単独絶食区と，同時に40頭収容する集合絶食区の2区を作り，絶食中
の密度効果についても検討を加えた.第4は異種アブラムシや砂と同居させた場合の密度
効果について調査した.なお，実験方法の詳細については，その都度述ベることにする.
実験結果
1 飼育密度の影讐
出生後24時間以内の幼虫を，水にきしたキャベツの緑葉上にとりつけた局方O番カプセ
-Hi-
ル(葉面積0.33cm勺 1個につき， それぞれ5，20， 40および60頭ずつ収容した4密度
区を作り， 成虫になるまで飼育を続けて麹型を調査した. 超高密度飼育となる d=60区
だけは， 食草の消耗がはげしいため，実験開始頭初の 3日間に限って集合飼育を行なっ
た.有麹型出現率は以上のような飼育法によっ
て得られた全成虫数に対する有麹虫の割合であ
る.実験は l区の供試虫が200頭以上になるよ
う繰り返し実施した.結果は第1図のとおりで
ある.この図によると， 1カプセル5頭の低密
度飼育でも，有麹型出現率10%をしめした.そ
して同じ容器を用いて， 虫数を 4，8， 12倍に
ふやしてゆくと，虫数の増加に伴って有趨型出
現率もしだいと高まり，超高密度飼育(d=60) 宏20
では71.11%まで達した.つぎに，飼育虫数を ) 
ふやすと同時に，虫1頭の占有する平均食草面
積 (0.8mmつが過不足とならないように，容
器もしだいと大きくして，同じ集合度で大きさ
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の異なる 3つの集団の密度効果について調べた 第1図飼育密度と有麹型出現率との関係
ところ，第 1表にしめすような結果となった (20
0
C.8hrs.) 
第 1表 集合度を一定として飼育虫数をかえた場合の密度効果 (200C，8hrs.) 
飼育虫数 飼育容器 集合度 供試虫総数 有麹型出現率 信額限界(95%) 死虫率
20 中 260 47.76 41.6~54. 。 6.15 
40 中 中 320 52.94 47.0~58.8 15.0 
80 大 中 560 57.84 53.8~63.1 17.46 
ここでは飼育虫数を2.4倍にしても，集合度さえ等しくしておけば，虫数がふえたわりに
は有麹型の出現率は高まらなかった.密度効果の麹型におよぼす影響は，単なる虫数の増
加による集団の規模にはあまり左右きれないで，むしろ食草あたりの集合度に強く影響を
受けているものと考えられる.この関係を確かめるために，虫数をあらかじめ40頭と決め
ておき，虫 1頭の占める食草面積を局方0番カプセルに40頭収容した場合を 1として，食
草面積が 1/2，2倍になるように容器の大きさを加減して，集合度に密， 中および疎の3
段階をつけて調査を行なったところ結果は第2表のようになった.この表によると，飼料
の面積がせばまって，幼虫の集合度が密になるほど，有姐型の出現率も高まってくること
が確認された.
第 2表 飼育虫数を一定として集合度をかえた場合の密度効果 (2QOC.8hrs.) 
飼育虫数 飼育容器 集合度 供試虫総数 有麹型出現率 信頼限界(95%) 死虫率
40 密 520 60.67 54.4~66.6 20.19 
40 中 中 280 47.50 39.4~52. 5 13.57 
40 大 疎 360 37.79 32.5~43.3 14.72 
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2.食草の影嘗
実験1の結果によると，幼虫の集合度と有麹型出現率とのあいだには，密接な関係がみ
られ，密度効果は虫の集合度が密であるほど有効に働くことがわかった.しかしこのよう
な実験方法によると，食草あたりの虫教がふえればふえるほど，これに伴って寄主の消耗
もはげしくなり， 当然の結果として， 飼料価値の喪失もはやまってくることが予想され
る，この結果，食草の影響によるものか，虫体相互間の接触刺戟によるものかを判定する
ことがきわめてむつかしくなる.そこで食草の悪化を未然に防く・目的で，実験頭初の3日
間のあいだに限り，毎日新鮮な食草にとりつけたカプセルに集団ごと移しかえて集合飼育
を実施し，有姐型出現率を調べたところ，第3表にしめすような結果となった.これによ
第 3表 食草の鮮度と有麹型出現率との関係 (200C，8hrs.) 
食草交換区
無処理区
供試虫総数
320 
280 
有麹型出現率
ぬ.39
54.73 
信頼限界(95%)
48.2-60.3 
48.5-60.9 
死虫率
20.0 
13.21 
ると，従来どおり同一食草上で成虫になるまで、飼育を続けた区とくらべて，有麹型出現率
には大きな変化がみられなかった.食草が過剰密度のために，飼料としての価値を多少失
うようなことがあっても，その影響は麹型決定を左右するほどの大きなものとは思われな
し、
3.絶食の影響
実験2の結果より，過剰密度が原因と考えられる食草の変化によっても，有姐型出現が
促進されないとなると，食餌条件と有麹型出現との関係をみるためには，摂食量を絶食に
よって部分的に低下させる以外に方法がない.そこで供試虫を実験開始から3日白まで，
毎日 5時間ずつ合計15時間，食草から小管瓶 (0.5 x 4. 5cm)に移しかえて絶食させ，そ
の効果について調査した. なお， 絶食期間中1容器に1頭ずつ収容した区と， 同時に40
頭収容した区を設け，絶食期間中の密度効果が，有麹型出現にどのような影響をおよぼす
かについても調べた. 結果は第4表にしめすとおりである. 供試虫の約80%が死亡する
単独絶食区
集合絶食区
無処理区
第 4表 絶食と有麹型出現率との関係 (200C，8hrs.) 
供試虫総数
283 
160 
120 
有麹型出現率
0 
37.78 
0 
信頗限界(95%)
0-9.4 
21.0-53.1 
0-4.1 
死虫率
85.51 
80.62 
11.67 
ほどの強力な絶食処理を施しても，単独絶食の場合には，有麹型は全くでなかったが，同
じ処理を集団のまま行なった場合には37.78%の有麹型が出現した.これらの事実から判
断すると，密度効果は摂食量の不足などの食餌条件によるものではなく，虫体相互間の接
触等による刺戟作用とみることができる.
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4.異種アブラムシや異物 (砂〉 と同棲した場合の影醤
これまでの実験結果から，密度効果は幼虫相互間の近接ないしは接触によるところの刺
戟効果であることがほぼ明らかになったので，ここでは異種アプラムシや異物とのあいだ
についても，このような関係が成立するかどうか 60 
について調べた.結果は第2図にしめした.まず
モモアカアブラムシ MyzusρorsicaoSULZER幼
虫20頭と，同数のダイコンアプラムシ幼虫を局方
0番カプセル内に混棲させた結果によると，ダイ
コンアブラムシ52.55%に対して，モモアカアブ
ラムシ2%， また， 同じ方法で20頭ずつのダイ
コンアプラムシとユセダイコンアプラムシ LiPa-
ρhisρsoudobrassicao DAVISを同居させた場合に
は，ダイコンアブラムシ44.59%に対して，ユセ
ダイコンアプラムシは 31%の有趨型出現率をし
めした. さらにダイコンアプラムシ20頭を同数
の砂粒 (0.5-1mm)と同居させて飼育すると，
??????
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第2図異種アプラムシや異物(砂〉
と同居させた場合の有麹型
前2者にくらべると低率ではあるが，それでも 37 出現率 (20.C，8hr.) 
克の有麹型がでてくることがわかった. 密度効果は同種， 異種アプラムシはむろんのこ
と，異物を介しでも有効に働くことが判明した.
考 察
Bonnemaison (1951)はダイコンアブラムシの有麹型出現は，高密度条件によって最も
促進されることを明らかにして，生息密度のはたす役割の重要性を指摘した.しかしなが
ら，密度効果の素因については言及していない.密度効果には，高密度による虫体相互間
の刺戟作用と，同時に過剰密度に附闘しておこる摂食量の不足，飼料の質的変化，排池物
や脱皮殻などの蓄積による生息場所の汚染等の問題がからんでくる.この実験では，これ
らの間接的な要因を極力排除することによって，真の密度効果のはたす役割について分析
を試みた.
ダイコンアブラムシの有麹型出現の条件は Bonnemaisonの指摘したように，密度効果
が主因であることが確認された.そして食草交換や絶食処理実験の結果がしめすように，
生息密度の増加による食草の質的変化や，虫1頭あたりの摂食量の減少などといった密度
効果の副作用とおもわれる問題は，本種の有遡型出現とはあまり関係がないように考えら
れる.生息密度が橋加するにつれて，有麹型出現率が高まる原因にづいては，限られた空
間内での個体数増加に伴う， 虫体相互間の接触などによる刺戟作用によるものと思われ
る.このことは，単独絶食では有麹型はでないが，絶食期間中でも集合飼育することによ
って， 有趨型出現率を40克近くまで高め得ることからみても容易に想像することができ
る. Lees (1967)が Mogouraviciao BUCKTONの有姐型出現について既に指摘してい
るが，安江，河田(1969)によると，ダイコンアブラムシの有麹型もまた全暗条件下で，
密度条件さえみたされるならば容易に出現するため，視覚による虫体相互間の識別は，麹
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型決定に重要な役割をはたしているとは思われない.
また密度効果は，同種聞のみならず，生息環境がよくにたモモアカアプラムシやニセダ
イコンアプラムシのような異種聞とのあいだにも有効に働くことが証明された. Leesは
Megoura viciae BUCKTONの有麹型は，同種アプラムシは勿論のこと，異種アプラムシ
でも，またアブラムシ以外の或種の昆虫と同居した場合にも，低率ではあるが現われるこ
とを明らかにしているが，密度効果はダイコンアプラムシの場合には，無生物(砂粒〉と
混棲してもおこることが本実験によって明らかになった.
摘 要
1) ダイコンアブラムシの有趨型出現を促進させる衝度効果は，過剰密度に起因する食
草の変化や，虫の撰食量低下などによる間接的なものではなし虫体相互間の接触ないし
は近接による刺戟作用が主因であるものとおもわれる.
2) 密度効果は，絶食期間中といえども有効である.
3) 密度効果は，同種アブラムシは勿論のこと，異種アプラムシや異物を介しても，有
効に働くことがわかった.
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